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地域組織の確立で

mail jam-senior@jam-union.jp会員間の絆の促進を

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
田
中
ひ
さ
や
副
会
長
を
候
補

者
に
擁
立
し
、
２
０
１
９
年
７
月
投
開
票
の

参
議
院
選
挙
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
田
中
ひ
さ
や
候

補
を
推
薦
し
、
そ
の
必
勝
に
向
け
取
り
組
み

ま
す
。

秋
の
臨
時
国
会
で
は
、
働
き
方
改
革
と
称

し
て
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
の
導
入
、
裁
量
労
働

制
の
拡
大
な
ど
と
長
時
間
労
働
の
規
制
を

一
本
の
法
案
に
し
て
成
立
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
連
合
は
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
導

入
な
ど
に
反
対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ジ
ノ
実
施
法
案
が
審
議

さ
れ
る
予
定
で
す
。

18
年
度
は
介
護
報
酬
と
診
療
報
酬
の
改
定

が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。
安
倍
政
権
は
、
高

齢
化
な
ど
に
よ

る
社
会
保
障
費

の
自
然
増
に
つ

い
て
16

年
度
の

１
７
０
０
億
カ
ッ

ト
、
17

年
度
の

１
４
０
０
億
円
カ
ッ
ト
に
引
き
続
い
て
、
18

年
度
は
報
酬
改
定
な
ど
で
１
３
０
０
億
円
カ
ッ

ト
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

た
と
え
ば
要
介
護
１
、
要
介
護
２
の
生
活
援

助
に
つ
い
て
使
い
づ
ら
い
も
の
に
す
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
安
全

保
障
関
連
法
、
共
謀
罪
の
趣
旨
を
盛
り
込
ん

だ
改
正
組
織
犯
罪
処
罰
法
を
成
立
さ
せ
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
の
自
衛
隊
を
明
記
す
る
９

条
改
憲
へ
の
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
倍
首
相
は
、
国
連
が
採
択
し
た

核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
署
名
、
批
准
を

行
う
考
え
は
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
ま
す
。

退
職
者
連
合
は
、
日
本
の
核
兵
器
禁
止
条
約

参
加
を
求
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
連
合
に

申
し
入
れ
て
い
ま
す
。
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ

イ
ル
開
発
は
絶
対
に
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
核

兵
器
は
絶
対
悪
で
あ
り
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
戦
争
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

先
の
通
常
国
会

で
は
、
森
友
学
園
、

加
計
学
園
、
南
ス
ー

ダ
ン
派
遣
の
日
報

問
題
で
、
「
疑
惑
・

隠
ぺ
い
」
の
安
倍

政
権
の
実
像
が
露

呈
し
て
い
ま
す
。

安
倍
強
権
政
治
に
終
止
符
を
打
つ
に
は
、
総

選
挙
と
２
年
後
の
参
議
院
選
挙
で
政
治
の
流

れ
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
Ｍ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
政
策
制
度
要
求
、
国
政
レ
ベ
ル
の

選
挙
な
ど
全
国
レ
ベ
ル
の
活
動
を
重
視
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

大
山

勝
也

会長挨拶 総
会
は
木
村
正
次
副
会

長
の
挨
拶
で
開
会
、
議
長

９
月
５
日
（
火
）
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
東
京
田
町
の
友
愛
会
館
で
役
員
・

代
議
員
69
人
が
出
席
し
て
第
９
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
総
会
で
は
現
役
役
員

の
強
力
な
支
援
と
協
力
を
得
な
が
ら
シ
ニ
ア
会
員
８
千
人
台
へ
の
回
復
と
１
万
人

の
早
期
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る
政
策
制
度
要
求
を
全
国

レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と
す
る
こ
と
、
田
中
ひ
さ
や
政
策
実
現
活
動
の
推
進
を
柱
と

す
る
２
０
１
８
年
度
活
動
方
針
を
決
定
し
、
新
年
度
本
部
役
員
を
選
出
し
た
。

団
に
は
長
岡
功
（
千
葉
）
、

吉
永
良
一
（
大
阪
）
両
代

議
員
を
選
出
し
た
。

総
会
冒
頭
、
主
催
者
挨

拶
で
大
山
勝
也
会
長
は
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
が
臨
時
中
央
委
員

会
で
第
25
回
参
議
院
議
員

選
挙
組
織
内
候
補
に
「
田

中
ひ
さ
や
副
会
長
」
を
擁

立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

こ
と
に
ふ
れ
、
「
シ
ニ
ア

と
し
て
必
勝
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
強
調
。

そ
の
う
え
で
、
安
倍
政
権

が
長
時
間
労
働
を
可
能
と

す
る
法
案
の
一
本
化
や
社

会
保
障
の
改
悪
な
ど
一
強

多
弱
の
な
か
で
進
め
る
傍

若
無
人
な
国
会
運
営
に

「
隠
蔽
体
質
が
露
呈
し
た

こ
と
で
不
支
持
が
支
持
を

上
回
る
安
倍
政
権
に
ノ
ー

を
突
き
つ
け
る
総
選
挙
と

参
議
院
選
挙
へ
の
全
国
レ

ベ
ル
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
椎
木
盛

夫
副
書
記
長
は
組
織
内
候

補
擁
立
の
経
過
と
田
中
ひ

さ
や
副
会
長
の
紹
介
挨
拶
。

退
職
者
連
合
の
菅
井
義

夫
事
務
局
長
は
社
会
保
障

費
を
概
算
要
求
額
か
ら
さ

ら
に
減
額
し
よ
う
と
す
る

安
倍
政
権
を
批
判
。
「
こ

の
ま
ま
で
は
子
供
の
将
来

世
代
が
大
変
な
こ
と
に
な

る
。
３
４
０
０
万
高
齢
者

が
ボ
チ
ボ
チ
何
と
か
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
政
治
の
流
れ
を
変
え
る

シ
ニ
ア
の
行
動
を
促
し
た
。

そ
の
後
、
活
動
経
過
報

告
と
会
計
・
決
算
を
承
認
、

「
田
中
ひ
さ
や
」
副
会
長

の
推
薦
を
満
場
一
致
で
決

定
。
登
壇
し
た
田
中
ひ
さ

や
副
会
長
は
、
組
織
内
国

会
議
員
が
不
在
の
た
め
組

合
員
の
要
求
が
国
会
に
届

か
な
い
悔
し
さ
を
強
く
感

じ
て
い
る
例
を
あ
げ
、

「
様
々
な
指
摘
を
受
け
な

が
ら
し
っ
か
り
と
期
待
に

応
え
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
決
意
を
語
り
会
場
か

ら
万
雷
の
拍
手
を
受
け
た
。

議
案
討
議
で
は
参
院
選

挙
に
お
け
→
２
面
へ
続
く

山
積
す
る
課
題
を
、
あ
せ
ら
ず
、
お
く
せ
ず

ひ
と
つ
ひ
と
つ
前
進
さ
せ
よ
う

組
織
内
候
補
予
定
者
・
田
中
ひ
さ
や
副
会
長
の
推
薦
を
決
定
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組
織
拡
大
な
ど
活
動
方
針
を
確
認

木
村

誠

通
信
員

新
年
度
役
員
13
人
を
選
出

石 川

る
他
産
別
と
の
連
携
の
重

要
性
と
地
方
へ
の
情
報
提

供
を
要
望
す
る
発
言
が
あ

り
、
本
部
か
ら
現
時
点
の

報
告
と
今
後
逐
一
地
方
に

情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

組
織
拡
大
で
は
Ｊ
Ａ
Ｍ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
未
加
入
の

単
組
シ
ニ
ア
組
織
（
実
態

調
査
に
よ
る
１
３
７
組
合
）

に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を

ふ
ま
え
、
現
役
と
シ
ニ
ア

が
連
携
し
て
シ
ニ
ア
組
織

が
何
を
や
っ
て
い
る
か
な

ど
現
退
双
方
か
ら
加
入
に

向
け
て
働
き
か
け
て
い
く

こ
と
が
必
要
、
と
の
答
弁

が
さ
れ
た
。
ま
た
、
シ
ニ

ア
ユ
ニ
オ
ン
の
付
則
等
へ

の
記
載
に
つ
い
て
は
詳
細

を
整
理
し
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

そ
の
後
、
新
役
員
を
承

認
、
今
期
で
退
任
す
る
田

子
恵
一
前
副
会
長
（
埼
玉
）

へ
の
感
謝
表
彰
を
行
い
、

橋
村
良
夫
顧
問
へ
の
委
嘱

が
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

○
三
役

会
長
・
大
山
勝
也
（
本
部
）
、

副
会
長
・
木
村
正
次
（
京

都
）
那
珂
通
敏
（
埼
玉
・

新
）
豊
泉
則
幸
（
本
部
・

新
）
、
事
務
局
長
・
大
野

弘
二
（
本
部
）
事
務
局
次

長
・
平
木
和
裕
（
本
部
）

ＪＡＭは2019年参議院比例区に組織内

予定候補として、「田中ひさや」副会

長を擁立することを決定した。これを

受けてＪＡＭシニアクラブは第９回定

期総会で、「田中ひさや」副会長の推

薦を決定した。現役と共に必勝に向け

て支援していきましょう。

Ｊ
Ａ
Ｍ
石
川
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
は
、
８
月
18
日
（
金
）
、

石
川
県
金
沢
市
の
「
労
済

会
館
」
に
て
第
17
回
定
期

総
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
山
村
信
一
代
表

幹
事
（
大
同
工
業

退
職
者
会
）
の
挨

拶
に
続
き
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

大
山
勝
也
会
長
、

石
川
県
退
職
者
連

合
宮
下
直
之
会
長

月
に
施
行
さ
れ
る
加
賀
市

議
会
議
員
選
挙
に
出
馬
予

定
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
内
議
員

「
上
田
と
も
か
ず
」
（
無
・

現
１
期
）
の
必
勝
決
議
案

が
提
案
さ
れ
、
当
選
に
向

け
全
力
で
支
援
し
て
い
く

を
は
じ
め
と
す
る
６
名
の

来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

報
告
事
項
で
は
、
２
０
１

７
年
度
の
活
動
、
決
算
・

会
計
監
査
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
確
認
さ
れ
た
。

議
案
事
項
で
は
、
２
０

１
８
年
度
活
動
方
針
（
案
）

が
提
案
さ
れ
、
石
川
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
現
役

と
連
携
を
し
な
が
ら
組
織

拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
や
、

政
策
制
度
へ
の
協
力
に
つ

い
て
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
10

こ
と
を
満
場
一
致
で
承
認

し
た
。
併
せ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

組
織
内
参
議
院
議
員
候
補

「
田
中
ひ
さ
や
」
の
擁
立

に
も
触
れ
、
今
後
各
機
関

会
議
を
経
て
推
薦
決
定
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
期
総
会
終
了
後
に
は

昼
食
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
会
員
35
人
は
、

互
い
の
近
況
な
ど
話
に
花

を
さ
か
せ
た
。

今
回
の
定
期
総
会
で
は
、

役
員
改
選
に
伴
い
１
名
が

退
任
し
、
新
役
員
13
人
が

満
場
一
致
で
信
任
さ
れ
た
。

親
睦
・
交
流
中
心
の
行
事
に

二
村
政
司

事
務
局
長

経
験
を
生
か
し
た
選
挙
応
援
な
ど

静 岡Ｊ
Ａ
Ｍ
静
岡
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
正
式
名
称
は
「
Ｊ

Ａ
Ｍ
静
岡
定
年
退
職
者
Ｏ

Ｂ
会
」
、
会
員
範
囲
を
単

組
役
員
経
験
者

（
執
行
委
員
以
上
）

と
し
て
い
る
。

会
員
数
は
今
年

７
月
末
現
在
98
人
、

ほ
と
ん
ど
が
個
人

加
盟
の
形
態
を
と
っ

て
い
る
、
静
岡
県

は
東
西
に
長
く
、

行
事
等
を
行
う
に

も
費
用
や
時
間
が

ネ
ッ
ク
と
な
り
、

思
う
よ
う
に
参
加

の
輪
が
広
が
ら
な
い
こ
と

が
ネ
ッ
ク
。
そ
こ
で
シ
ニ

ア
機
関
紙
を
年
６
回
程
度

発
行
し
、
会
員
情
報
を
こ

ま
め
に
伝
え
、
会
議
、
行

事
報
告
も
併
せ
て
記
載
し

評
判
の
よ
い
機
関
紙
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
静
岡
の
家
庭
版
機

関
紙
も
発
送
し
、
現
役
世

代
の
組
合
活
動
も
知
ら
せ

て
い
る
。

機
関
会
議
は
総
会
、
幹
事

会
（
年
５
回
程
度
）
、
行

事
は
、
春
・
夏
・
秋
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

小
旅
行
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
。
更
に
３

年
目
と
な
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
静
岡

役
員
と
の
交
流
を
地
区
協

単
位
で
行
っ
て
い
る
こ
と

も
特
徴
。
選
挙
活
動
に
お

い
て
も
証
紙
貼
り
、
ポ
ス

タ
ー
裏
打
ち
、
専
従
応
援

と
今
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
た
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

課
題
の
会
員
拡
大
、
行
事

へ
の
参
加
者
拡
大
も
Ｊ
Ａ

Ｍ
静
岡
構
成
組
合
の
協
力

を
い
た
だ
き
少
し
ず
つ
前

に
進
め
て
い
る
。
会
の
最

大
の
目
的
は
「
親
睦
と
交

流
」
に
お
い
て
い
る
。

「
あ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
」

「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
」

と
会
員
同
士
が
交
流
し
な

が
ら
、
健
康
で
長
生
き
で

き
る
一
助
と
な
れ
ば
と
活

動
し
て
い
る
。

○
幹
事

地
方
選
出
枠
の
幹
事
は
、

東
京
、
千
葉
、
神
奈
川
、

長
野
、
富
山
、
石
川
、
新

潟
、
岐
阜
、
愛
知
、
大
阪
、

兵
庫
の
11
地
方
、
女
性
幹

事
枠
に
増
子
正
子
（
東
京
）

さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

○
会
計
監
査

会
計
監
査
は
愛
媛
、
九
州

山
口
か
ら
選
出
す
る
。

地
方
枠
幹
事
と
会
計
監
査

の
選
出
地
方
は
、
地
方
の

定
期
総
会
後
、
中
央
本
部

に
氏
名
を
登
録
し
、
第
１

回
幹
事
会
で
承
認
の
手
続

き
を
と
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
最
後
に
大
山
会
長

の
力
強
い
”
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

女
性
幹
事
に
増
子
正
子

（
東
京
）
さ
ん
を
選
出

ＪＡＭ参議院組織内候補予定者

田中ひさや副会長の推薦を決定


